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職誰詠耗騒謝

驚蕊
若者への家賃助成制度については「住居費

を負担する低所得の若者は月収から家賃を支

払えば3割がマイナスとなる」などの低所得

の若者の実態を取り上げ、家賃助成制度の実

施を求めました。市当局は家賃助成制度につ

いて「国の動向を注視していく」という答弁。
引き続き、国・自治体の居住福祉

政策を確立させるために取り組み

たいと患います。
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①片瀬の砂の放射能レベルが年々高くなって

おり14ベクレル台が3回も測定されている。

市として原因究明と再調査を要望。市は「必

要ない」との答弁でした。また、藤沢市の土

壌でもベラルーシ基準の200ベクレルを超え

る汚染が見られる事を告発。②片 一
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＊大学入学時30万円

＊毎月6万円X4年間

＊対象者：非課税世帯、生保

世帯､児童養護施設入居者

＊対象大学：学校教育法の大

学､短期大学、専修学校の

専門課程

*平成30年4月入学生から

給付開始（募集は29年4
月から。

藷
瀬海岸西浜の海の家が「クラブ化」

している実態を市民の訴えに基づ

き告発。調査を要求しました。’
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濤謹議莞鯉蕊柳沢潤次瀧{棚
①大型開発優先のまちづくりは止めるよう求め

ました。②長後のまちづくりについて、高言下長

後線は、12海のままで都市計画決定の変更を、

長後725号線の歩道建設（西口から箙ｾﾝﾀｰ証）

を急ぐこと、長後地区の交通不便地域解消のた

めの「巡回バス」を創設することを求めました。
③中小業者と地域経済振興策とし

蕊撫長鑿鰡堯字蕊

土屋俊則瀧(一般鯛）
障害福祉サービスを利用する陣がい者が、

65歳になると介簔保険制度に強制的に組み込

まれ、それまで無料だった利用料が有料になっ

たりサービスが打ち切られる問題を取り上げま

した。国は今年の5月に法律を改正しました

が、抜本的解決になっていませ

薪
ん。障がい者の自己負担をなく

すために藤沢市独自の支援策を

求めました。

大型開発にさらに税金投入！
’ です。1991年事業開始の時から日本共

産党市議団は事業に反対してきました

が、大型開発優先のまちづくりのあり方

が厳しく問われます。税金の使い方を福
祉暮らし優先に切り替えるべきです。

いす賛自動車周辺275錦の土地区画

整理事業（北部2－3地区）は2020年

までの完了予定を大幅に延長すると報

告。2035年度まで15年間延長し、一

般会計から232億円も投入する事業変更I ｜
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